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は じ め に
室蘭を中心とした西胆振地域には大きな病院が林立し
ておりましたが、平成19年日鋼記念病院から脳外科、産
婦人科、循環器科が相次いで撤退し、救命救急センター
も平成20年３月には閉鎖してしまいました。しかも、こ
の間に登別厚生年金病院から内科がなくなり、伊達日赤
病院からは呼吸器科が撤退しており、新日鐵病院では小
児科の受け入れできなくなりました。西胆振地域の療養
病床も減少しました。西胆振地域の医療が急に危機に陥
る中で、当院への重症救急患者搬入が増大し、さらに、
これまで当院への搬入は少なかった外傷患者の搬入が目
立つようになりました。このため、平成20年９月からは
外傷チームが改めて活動を開始しました。
室蘭市消防からの救急車での患者搬入例数は1393例
で室蘭市内の43％を受け入れました。一昨年は1294例
で35.7％、昨年は1417例で41％でありましたから救急
車の当院への搬入が本年は昨年よりもさらに急激に増加
しておりました。
一方、当地域でもメディカルコントロール体制が確立
され、救急車で搬入されてくる心肺停止症例に対して救
急隊による病院前救命処置が充実して、心拍再開例が目
立つようになりました。このような中で、搬入後集中治
療室（ICU）に収容せざるを得ない症例が増加し、ICU病
床（４床）が救急搬入患者で満床になり、時には心肺停
止症例も収容できないタイミングも生ずる事態になりま
した。重症救急症例搬入に対応するために病院内での病
床コントロールが改めて議論される事態となり、そのた
めにも急性期を脱した症例を近隣病院への転院依頼を円
滑にすべくメディカルケースワーカー増員の必要も求め
られました。
患 者 統 計
平成20年の当院救急診察室の患者動態を月別の変動
を含め図１に時間外患者数（図１a）、救急車搬入例数（図
１b）、救急入院患者数（図１c）、搬入時心肺停止
（CPAOA）症例（図１d）について、平成12年からの推
移を示します。時間外患者はやや減少したものの、救急
車搬入例数は急に著増した前年とほぼ同じでした。こと
に CPAOA症例はこれまで年間ほぼ25例程度であった
ものが、平成20年は50例と倍増しました。50例の病因、
内外因別に転帰をまとめて表１に示します。外因性が12
例、内因性が38例でした。外因性では高エネルギー外傷
と自殺企図例が目立ちましたが、いずれも全例救急診察
室で死亡されました。内因性は急性心筋梗塞（疑い例を
含む）と原因不明の急性心不全とされた例が26例と多数
を占めました。内因性38例中８例（21％）が心拍再開し、
ICUまたは CCUに収容されましたが、１例が独歩退院、
１例が療養型病院へ転院したほかは、１－３日以内に死
亡しました。
平成20年９月から外傷チームが改めて発足しました。
９月から12月までに高エネルギー外傷41例が搬入され
ました。主要診療科別でみると整形外科が21例、脳神経
外科が15例と多数を占めました。救急室での死亡例が４
例で、搬入後22例が ICUに入室し、12例は各診療科病
室に、１例が他院へ転送、２例が帰宅しました。
現在、当西胆振地区では高エネルギー外傷を引き受け
る施設が限られているため、依頼を受けたら、外傷チー
ムは時間を問わずすみやかに参集します。外傷チームの
医師・看護師の負担がとくに大きいものになっておりま
す。また、収容後、病床を確保するため、院内病床を調
節して対応する体制も重要になっております。
ま と め
この西胆振地域に必須とされた救急救命センターがな
くなり、しかも、地域の医療体制が急激に縮小してゆく
中で、当院へ向かう重症救急患者の搬入数が増加し、か
つ、重症化しています。さらにこれまで少なかった外傷
患者の搬入も目立っています。この事態に対して地域の
現状を訴え支援を求めるとともに、病院全体としても早
急な救急医療体制の補強が必要とされています。
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図１a 時間外患者数
図１b 救急車搬入例数
図１c 救急入院例数
図１d 搬入時心肺停止症例（CPAOA)
図２a 高エネルギー外傷症例の主要診療科
図２b 高エネルギー外傷症例の転帰・収容先
表１ 心肺停止搬入例（CPAOA）の内訳と予後
外因性 内因性 (心拍再開入院例)
高エネルギー外傷 4 急性心筋梗塞（含疑) 14 (5)
自殺企図 3 急性心不全 12 (2)
窒息 1 肺炎・呼吸不全 3 (1)
熱傷 1 癌末期 3
低体温 1 心タンポナーデ 2
溺水 1 動脈瘤破裂 2
事故 1 冠攣縮性狭心症 1
大動脈弁狭窄症 1
合計 12 合計 38 (8)
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